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：青雲の夢を大阪に

熊谷謙三郎冊士はその履歴が示す通り伝染病の

予防，治療のためにその生涯を棒げ，現在もなお

忙熱を燃しつづけている人である。

1888年，山形県最上川の上流，越後境の宮宿町

に生る。明治40年中学を卒業，第二高等学校の入

学試験に失敗，東京に出て，二松学舎（三島毅

埜）にて受験勉強をした。当時：大阪高等医学校と

その校長，佐多愛彦の評判を同僚から皿き，来

阪，大阪高等医学校に入学した。卒業後，佐多博

一土立）門に入り病理学を専攻。後，竹尼結核研究所

，佐多所長の下に結核の研究を行った。当時買入

れた幼弱モルモットがわずか1カ月の間に大半死

亡したのでその原因を探究し，ビクミルC欠乏症

なることを明らかにした。 ‘扁食に因するモルモ

ットの病変について，および，実験的メルレル，

バロー氏および脚気様疾患について、によって，

大阪医科大学より学位を受けた。学位番号は第4

号であった。

-、'
：熱帯病研究てドイツへ

大正11年8月，大阪市立桃山病院長市川定吉氏

が11蒻チフスの為倒れ，後任として小沢修造教授が

就任された。これを助けるため副院長として就

任。大正12年7月から13年9月までドイツ・ハン

プルグ熱恐病研究所に留学。帰朝後同年11月桃山

病院長に就任。以来， 30余年，昭和30年9月桃山

病院名岱院長となるまで伝染病患者の治茄，およ

び伝染病の研究に専心従事した。

その間，伝染病院の近代化建築，熱闊病研究所

の創設を行ない，戦後は衛生局長として発疹チフ

ス，痘瓶の防疫に成功，大阪市立医科大学長とし

て蒻礎学舎の辻設，新病館の建設笠に努力し，今

捧げた至誠の人

日の市大医学部の整備に貢献した。第27回日本伝

染病学会会長をつとめ，現在同学会理事である。

氏は健康に恵まれ，性温和で初対面者にも常に

いんぎんで感激せしめる。また環境に順応するこ

とすみやかで，かって軍国主義華やかな時には戦

斗 111打をかぶり，高い坦上から敬礼していたが，敗

戦と共に転向，私は戦争被害者ですよと，戦争絶

、対反対主義一組合迎動華やかになれば，私も倅給

生活者だから労働者ですよといいつつ，熱心なロ

ータリアンでもある。

：伝染病一途に生涯を

趣味は読杏，伝染病一途に生きぬいて来た人

で，他に特別なものがあるとは1l廿かない。煙草は

のまないが，ビールは大好物，少し酔がまわると

逹者な口がますます達者になる。

家庭は久子夫人との 2人荘し，令息 2人，令嬢

｝人は共に立派に成人し，別に家庭をもち，社会

的に活躍しておられる幸福な家庭である。

ペスト，痘組，コレラの様な古典的伝染病が時

々文明国を脅し，これらの疾患を知る医師の少な

くなつて来た今日なおー屈貴重な存在としてその

光を師かしつつある。

今度の保健文化貨の受政は全く当を得たもの

と，審在口諸氏の高

見に対し敬服する。
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